予算要求資料
平成26年度当初予算　　　支出科目　款：教育費　項：社会教育費　目：社会教育施設費
	事業名　新　美術品収集費（基金買い戻し）


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　　　　　 岐阜県美術館　総務部　管理調整係　電話番号：058-271-1313
　　　 E-mail：c27213@pref.gifu.lg.jp 

１　事業費　80,000千円（前年度予算額：－千円）
＜財源内訳＞　
	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財産収入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	要求額
	80,000
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	80,000

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


２　要求内容
（１）要求の趣旨（現状と課題）
・岐阜県美術館の美術品収集方針に基づき、岐阜県にゆかりのある作家作品や、近現代の芸術的価値の高い優れた作品など、美術館の収蔵品としてふさわしい作品を、購入により収集する。
・平成24年度末の岐阜県美術館美術品収集基金の現金残高は82,182千円であり、当館が収集の柱としているフランス象徴主義の画家オディロン・ルドンの作品や、県出身の著名作家の作品を購入するには不足している。このため、基金から美術品を買い戻し、基金の現金残高を増加させることにより、新たな作品の購入を可能にする。

（２）事業内容

・美術品は美術品取得基金により購入しているため、現在は基金所有となっている美術品を県費により買戻す必要がある。その買戻しによって生じた基金を利用し、収集方針に基づいて新たな美術品を購入する。
（３）県負担・補助率の考え方

　　　・県10/10（県有備品購入にかかる予算であるため）
（４）類似事業の有無
　　　無
３　事業費の積算内訳
	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	備品購入費
	80,000
	美術品購入費

	合計
	80,000
	


	　決定額の考え方　




４　参考事項
（１）各種計画での位置づけ
・岐阜県美術館美術品収集方針（昭和５４年１２月１２日決定）に基づき、美術品収集の基本方針、及び収集の重点による必要とする美術品の優先順位を定め、計画的な収集を推進する。
（２）後年度の財政負担
・所蔵品展示室の増築後、所蔵品による様々なテーマ展示が増え、個々の作品の活用頻度も増加している。今後、より変化に富む展示を行い、来館者の期待に応えるためには作品収集の継続が不可欠であり、計画的な予算措置が求められる。
事業評価調書
	■  新規要求事業　

	□  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
　近代及び現代における芸術的価値の高い美術品並びに美術資料を収集し、岐阜県美術館の特色を具現するのに相応しいものとする。
1．岐阜県ゆかりの近現代作家で、県民の興味関心が高い洋画家の山本芳翠、熊谷守一や、日本画家の前田青邨、川合玉堂などの作品、資料の充実を図る。
2．世界に誇るルドン収集館として岐阜県美術館を国内外に広くアピールするため、フランス象徴主義の画家オディロン・ルドンの作品、資料の充実、並びにその関連で重要な作家の作品の充実を図る。

3．企画展等との関連で収集の必然性が生じた近現代作品の充実を図る。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	入場者数

	（H  ）
	79,688
（H22）
	41,222
（H23）※1
	107,128
（H24）※2
	71,282
（H26）
	150.3％



※１　23年度　7月4日～10月4日再整備工事のため休館
※２　24年度　開館30周年記念「シャガール展」開催

○指標を設定することができない場合の理由
	


（前年度の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）
該当なし。


（前年度の成果）

	・前年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果

　該当なし。



	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○

	美術品収集方針に基づいて作品及び資料の収集・保存を行い、調査研究を推進するとともに、積極的に県民に公開する必要がある。また、所蔵品を計画的、系統的に展示することによりその有効活用を心がけ、県民の多様なニーズに対応しつつ、美術文化の普及・振興を推進する。
　本県にゆかりのある作家の作品を積極的に収集し、県民の鑑賞の機会を確保するとともに郷土への理解を促進する。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）


	該当なし（新規事業）

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)


	該当なし（新規事業）


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
作品や資料の収集・保存は博物館法において定められた重要な事業であるが、財政状況が厳しいなか、購入による収集が困難になっており、近年は寄贈が中心になっている。購入予算の確保に努めるとともに、計画的・効率的に作品収集を行う必要がある。


（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか

今後開館35周年、40周年の節目を迎えるにあたり、岐阜県美術館の特色をより強化するための作品収集を行う。また、収集作品を厳選することによりコレクションの質の向上を図っていく。


